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ットである MovieLens1) および Jester1) を用い






















𝐴𝑢⃗⃗⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑈𝑗⃗⃗  ⃗
|𝐴𝑢⃗⃗⃗⃗  ⃗| × |𝑈𝑗⃗⃗  ⃗|
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         ⋯２） 
ここで,𝑆𝑡は全変動を表し,𝑆𝑏は級間変動を表す.
全変動は３）式,級間変動は４）式で計算する. 
St = ∑(𝑥𝑗𝑘 − 𝑥(𝑘)̅̅ ̅̅ ̅̅ )
2
𝑗
                          ⋯３） 






集合を表し,c = 2 のときは非近傍の集合を表す.𝑥𝑗𝑘
は j 番目のユーザの k 番目のアイテムの評価値を表
す.𝑥𝑐(𝑘)̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅は k 番目のアイテムにおける近傍ユーザと









(𝑝 − 1)(1 − 𝜂𝑘2)
         ⋯５） 
ここで,nはアイテムの評価をしているユーザの人
数,p はユーザ群の種類数を表す.上式で与えられる
F0 値が 2 以上のとき,近傍ユーザ群と非近傍ユーザ
群の間に統計的な有意差がある（有意水準 5%）と考





























Score(𝑘) = 𝐴𝑢̅̅̅̅ +
∑ (sim(Au, 𝑈𝑗) ∙ (𝑢𝑗𝑘 − 𝑈?̅?))𝑈𝑗∈𝑍
∑ |sim(Au,𝑈𝑗)|𝑈𝑗∈𝑍
   ⋯６） 
ここで,zは近傍ユーザのうち,アイテム kに対して
評価をしているユーザの集合を表す.𝐴𝑢̅̅̅̅ は推薦要求
Fig. 2 : Averaged Precision in each update. Fig. 3 : Averaged recall in each update. 
Fig. 4 : Averaged F1 measure in each update. Fig. 5 :Number of active users who are  




















Fig. 2 に本法を用いて算出した適合率, Fig. 3 に再
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